
関数の使用

関数例

関　　　　数 機　　　　　能

Sum　([フィールド名]) フィールドの合計

Avg　([フィールド名]) フィールドの平均

Max　([フィールド名]) フィールドの最大

Min　([フィールド名]) フィールドの最小

Count　([フィールド名]) フィールドの個数

Int　(値) 値の切り捨てた値

Abs　(値) 値の絶対値

DateDiff　(時間単位，日付1，日付2) 日付1から日付2までの期間

Time　() 現在の時間

Date　() 現在の日付

Iif　(条件式，真の時，偽の時) 条件に一致した時真、不一致の時偽を実行

Len　(文字列) 文字列の長さ

Mid(文字列，開始位置，文字数) 文字列を開始位置から文字数分取り出す

Left　(文字列，文字数) 文字列の左から文字数分取り出す

Right　(文字列，文字数) 文字列の右側から文字数分取り出す

InStr　(文字列，検索文字列) 文字列から検索文字列を探す



日付関数の使用

期間を求める関数
…DateDiff(時間単位,
日付1,日付2)

時間単位には、年数
…"yyyy"　月数…"ｍ
"　日数…"d"　

生年月日フィールドの値か
ら、本日までの期間

年数

年齢：DateDiff(“yyy”,[生年月日],date())

年齢フィールドの値が
20未満か？ Yesならば、「未成年」

という文字列を表示
Noならば、「成人」と
いう文字列を表示

成人：IIf([年齢]<20,“未成年”,“成人”)

テーブルを作
成し、データ
を4件入力し
てあるとする。

作成した選択クエリーを
開いてデータを確認する



式ビルダは対話型で式を作成

式ビルダ設定ボックスが開く

式ボックス

演算子ボタン

式の要素

①新しいフィール
ドをクリック

②式ビルダアイ
コンをクリック

文字列関数 新フィールドを作成し、所属課名に入力されている文字列の左側2文
字を抜き出して表示するように指定する。

式ビルダで式が完全に
作成されるとは限らな
い。あくまでも簡易適
な補助的な式作成ツー
ルと考えたほうがよい



式ビルダ2③新フィールド
名を入力

④関数をダブルク
リック→組み込み
関数をクリック

⑦貼り付けをク
リック

⑥使用する関数
「Left」をクリ
ック

⑤文字列をクリック

⑧Exprの部分を
クリックし半角
の「:」を入力

⑨stringexprをクリック

⑩クエリ1→所属課名→値をクリック ⑪貼り付けをクリック



式ビルダ3

⑫ｎをクリックし
、半角で2と入力

作成された式

⑬式が完成した
ら、リターンキ
ーまたはOKボタ
ンをクリック

左2文字:Left([所属課名]，2)

完成した式



フォーム上での集計関数の使用

社員マスタテーブルの各フィール
ドを貼り付けて作成。基のテーブ
ルと連結している

①非連結テキストボックスの
アイコンをクリック

②フッター上にボックス状に
ドラッグして非連結テキスト
ボックスを作成

「社員マスタテーブル」があり、4
件のデータが入力されているとする。

（１）テーブルの各フィールドを貼り付けて、
　　　連結テキストボックスを作成。



（２）　非連結テキストボックスを作成

同様にしてあと３つ
非連結テキストボッ
クスを作成

（３）　非連結テキストボックスのプロパティを表示させラベル名を入力

表題に入力した「合計」
という文字に変わる

①ラベル部分をダブルクリック
し、プロパティを表示

②ラベルプロパティの書式
タブをクリック

③表題に「合計
」と入力



④同様にして他のラベルも平均・最大・最小とい
う文字表示にする

⑤テキストボックスをダ
ブルクリックしてプロパ
ティボックスを表示

⑥データタブを
クリック

⑦合計を求め
る関数を入力
。 = Sum([合計
を求めるフィ
ールド名])

ここをクリック
すると式ビルダ
が起動

（４）非連結テキストボッ
　　クスのコントロール
　　ソースに関数を使用
　　した式を入力する。

関数は、

「=関数名(　)」
　　形をとる

＝Min([購入額])（５）他のテキストボックス
　のコントロールソース
　にも式を入力。

＝Avg([購入額]) ＝Max([購入額])



フォーム上での定義域集計関数の使用
フィールド名は半角の[ ]で囲む

定義域合計関数 フィールド名・テーブル名・条件式は" "で囲む

＝Dsum(“[集計するフィールド名]”,”[テーブル名]”,”条件式”)

（１）新規のフォームを作成する。
　　　フォーム名：社員集計とする。

（２）コントロールのラベルに文字表示させる。

※フォームを新規作成する時に、基とする
テーブルは何も指定しないようにする。
（基テーブルと連結しない） ラベル付きコントロールのラベルをダブルクリックして

プロパティボックスを出す→すべてのタブをクリック→
表題の蘭に「定義域合計」と入力する。



（３）各コントロールを設定する。
総務という文字は半角
の' 'で囲む＝Dsuｍ(“[売上げ]”,“[社員表]”,“所属”=‘総務’“)

（４）他のコントロールにも定義域関数を使用した式を入力する。

定義域平均

=Daｖｇ(“[売上げ]”,“[社員表]”,“所属”=‘総務’“)

定義域最大

=DMax(“[売上げ]”,“[社員表]”,“所属”=‘総務’“)

定義域最小

=DMin(“[売上げ]”,“[社員表]”,“所属”=‘総務’“)

定義域個数

=DCount(“[売上げ]”,“[社員表]”,“所属”=‘総務’“)
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